
101

t-hornuc
テキストボックス
付属資料１



102



103



104





106



107



108



109



110



111



112



113



114



115



116



117



118



119



120



121



122



123



124



125



126



127



128



129



130



Project Design Matrix (PDM0)   

プロジェクト名：ベトナム中部地区水道事業人材育成  期間：2007 年初め～2009 年初め （２年間） 

対象地域：Thua Thien Hue 省 （ベトナム中部） ターゲットグループ：Hue 水道公社(COWASU)職員  

 裨益者グループ：Thua Thien Hue 省住民 作成日：2006 年 10 月 18 日 

プロジェクトの要約 指  標 指標データの入手方法 外部条件 

（上位目標） 

COWASU の運営、管理能力が向上する 

1．安全な水宣言 

2．顧客満足度アンケートの結果 

1．年間報告書  

（プロジェクト目標） 

安全な水宣言に向けた COWASU の能力が向上する 

1． アクションプラン活動目標の達成 

2． 水圧（都市部で1.0bar以上、農村部で0.5bar

以上） 

3． 残留塩素（都市部で 0.3mg/l 以上、農村部

で 0.1mg/l 以上） 

1. アクションプラン実施進

捗報告書 

2. 年間報告書 

1. 上水道分野における政府

の政策が、水道事業体に著し

い変化をもたらさない。 

2. 他ドナーの上水道分野に

おける政策変更が、プロジェ

クト実施に悪影響を与えな

い。 

（成 果） 

1. 水質管理能力が向上する 

 

1-1 ISO 17025 の取得 

1-2 MOH の基準に準拠する水質分析 

1-3 浄水処理・施設運転にかかる手順書 

1-4 水質管理計画 

1-5 セミナー、ワークショップの開催回数 

ISO 認定書 

水質検査報告書 

浄水処理・施設運転手順書

セミナー、ワークショップ

成果報告書 

2. 配水管網管理能力が向上する 2-1 配水管網マップ（水圧、水流、残塩、その

他） 

2-2 セミナー受講者の 80％以上が研修内容を理

解 

配水管網マップ 

研修成果評価報告書 

3. 人材育成・人事管理能力が向上する 3-1 能力検定試験（60％以上） 

3-2 人事管理規則 

3-3 研修教材（数） 

能力検定試験結果 

人事管理基準書 

研修教材 

4. 顧客ニーズへの対応能力が向上する 4-1 広報・住民啓蒙にかかる発行資料の数 

4-2 顧客からのクレーム件数の減少 

4-3 浄水場見学者数（1000 人以上） 

4-4 広報・住民啓発活動の実施実績 

広報・住民啓蒙資料 

クレーム記録 

見学者実績記録 

広報・住民啓蒙活動記録 

1．水源の著しい汚染が起こ

らない 
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投    入 1. 研修を受けたCOWASU職員

が離職しない。 

2. COWASU の人事異動がプロ

ジェクト実施に悪影響を与

えない。 

 

前提条件 

（活 動） 
１‐１ 安全な水宣言のためのアクションプランを作成する 

１‐２ ISO17025 取得のための助言を行う 

１‐３ 安全な水宣言及び ISO17025 取得に必要な水質分析に

かかる研修を実施する 

１‐４ 浄水処理技術及び浄水施設の運転技術にかかる助言

を行う 

１‐５ 水質管理計画の策定のための助言を行う 

1‐6 水質分析及び浄水にかかるセミナー及びワークショップ

を開催する 

  

２‐１ 配水管網管理計画の改善のための助言を行う 

２‐２ 配水管網モニタリング（水圧、水流、残塩、その他）にか

かる助言を行う 

２‐３ 施工管理技術にかかる助言を行う 

２‐４ 配管敷設技術にかかる研修を実施する 

２‐５ 無取水（NRW）の低減にかかる助言を行う 

２‐６ 配水管網の設計及び更新にかかる研修を実施する 

2‐7 配水管網及び無取水の管理にかかるセミナー及びワ

ークショップを開催する 

 

３‐１ 人材育成計画にかかる助言を行う 

３‐２ 人事管理にかかる助言を行う 

３‐３ 技術職及び技能職を対象とした研修計画を作成する  

３‐４ 管理職を対象とした研修計画を作成する 

３‐５ データ収集・管理にかかる助言を行う 

３‐６ 人材育成及び人事管理にかかるセミナー及びワークシ

ョップを開催する 

  

４‐１ 顧客ニーズにかかる情報を収集する 

４‐２ 顧客満足度アンケートの結果を分析する 

４‐３ 4-2 の結果を基にサービス向上計画を策定する 

４‐４ カスタマーサービス向上にかかるセミナー及びワークシ

ョップを開催する 

４‐５ COWASU の広報・住民啓蒙計画を策定する 

４‐６ 広報・住民啓蒙計画を実施する 

日本側 

1. 専門家派遣 

1.1 チーフアドバイザー（配水管網） 

1.2 水質管理 

1.3 浄水技術 

1.4 無取水低減 

1.5 人材育成計画 

1.6 顧客サービス 

 

2. 機材供与 

3. 研修の実施 

4. 現地コスト 

 

 

ベトナム側 

1. カウンターパート配置 

 

 

 

2. 専門家用執務室、施設 

3. 機材 

4. 必要データ・資料 

5. 現地コスト 

 

人材育成ニーズは COWASU の

能力向上に重要なことであ

る。 
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Tentative Plan of Operation 
  Project Name：The Project on Human Resources Development for Water sector in the middle region of Vietnam
  Duration：January 2007～December 2008 （2years） Prepared on October 18, 2006

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1  水質管理能力が向上する

１‐１ 安全な水宣言のためのアクションプランを作成する

１‐２ ISO17025取得のための助言を行う

１‐３ 安全な水宣言及びISO17025取得に必要な水質分析にかかる研修を
実施する

１‐４ 浄水処理技術及び浄水施設の運転技術にかかる助言を行う

１‐５ 水質管理計画の策定のための助言を行う

1‐6 水質分析及び浄水処理にかかるセミナー及びワークショップを開催
する

2
 配水管網管理能力が向上する

２‐１ 配水管網管理計画の改善のための助言を行う

２‐２ 配水管網モニタリング（水圧、水量、残塩、その他）にかかる助
言を行う

２‐３ 施工管理技術にかかる助言を行う

２‐４ 配管敷設技術にかかる研修を実施する

２‐５ 無収水（NRW）の低減にかかる助言を行う

２‐６ 配水管網の設計及び更新にかかる研修を実施する

2‐7 配水管網及び無取水の管理にかかるセミナー及びワークショップを
開催する

3
人材育成・人事管理能力が向上する

３‐１ 人材育成計画にかかる助言を行う

３‐２ 人事管理にかかる助言を行う

３‐３ 技術職及び技能職を対象とした研修計画を作成する

３‐４ 管理職を対象とした研修計画を作成する

３‐５ データ収集・管理にかかる助言を行う

３‐６ 人材育成及び人事管理にかかるセミナー及びワークショップを開
催する

4
顧客ニーズへの対応能力が向上する

４‐１ 顧客ニーズにかかる情報を収集する

４‐２ 顧客満足度アンケートの結果を分析する

４‐３ 4-2の結果を基にサービス向上計画を策定する

４‐４ カスタマーサービス向上にかかるセミナー及びワークショップを
開催する
４‐５ COWASUの広報・住民啓蒙計画を策定する

４‐６ 広報・住民啓蒙計画を実施する

2008 200920072006
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PCMワークショップ（2006年10月12日～13日開催）で作成した問題ツリー

　
配水管網の区
分化管理が未
実施

適正でない古
い配管が多く
残っている。

配水管網が適
正に設計され
ていない

配水管網の水
圧の管理・調
節が未整備

長期人材
開発計画
が不足

長期投資資
金の確保計
画が不足

水源保護計画
がない

水源汚染を
発見する設
備がない。

浄水技術が
遅れている

水処理は手順
書の通りに行
われていない

水質分析設備
が不足

検査結果の
報告が定期
になってい
ない

壊れた配管の
修理が即に行
えない

地域によって
配水管の圧力
に差異がある

水圧計算をし
ないで配水管
網を設計して
いる。

GISによる管
網管理能力が
不足

既存水源の
利用計画が
不十分

配水管網整備
計画が不十分

給水メーター
の設置に係る
サービスがよ
くない

給水に係るトラ
ブルの対応能力
が不足

顧客に対する
マーケティング
能力が不足

メーターの取替
え・移動に長い
時間ががかかる

住民の意識不足
により不条理な
クレームもある

住民からの情報
を処理すること
に時間がかかる

水源のリスク
管理がされて
いない

水処理施設
の自動化が
十分でない

水処理薬品の
使用が適正で
はない

水質試験室の
（空調等の）
環境整備が不
十分

配水管の洗浄
計画が未作成

水使用ピーク
時に水圧が非
常に低くなる

配水管網の設
計技術が不適
正

配水管網にお
ける水圧増強
設備が未整備

新しい水源
開発計画が
不足

施設の計画
能力を正確
に計算され
ない

導入すべき水
処理技術を確
定できない

詳細都市計画
図が未作成

メーター設置
の申し込みが
多いのに十分
に対応できて
いない

問題になった配
管の処理に長い
時間がかかる

（支店･営業所がな
いため）住民は
COWASU事務所へ行く
のに長い時間がかか
る

家から遠く離れ
た場所にメー
ターが設置され
る場合が多い

住民が自らの義
務と権利を十分
に理解していな
い

COWASU内部の活
動調整が不十分

工場廃水の水
質を管理する
機関がない

浄水場から
の汚染水の
処理が不十
分

試薬の管理が
不十分

配水管網のメ
ンテナンス体
制が不十分

塩素の匂いが
残る

フェ省の都市・
農村基礎インフ
ラ整備計画が不
明瞭

配水管網にお
ける塩素補充
設備が未整備

水源の量と
質が不十分

メーター設置
までに長い時
間がかかる

メーター、水漏
れ等の修理に時
間がかかる

メーター検針担
当職員に対して
の住民意見聴取
が未実施

メータの設置場
所は街の景観を
崩す場合がある

水道利用率が低
い

機械設備の
定期点検が
不十分

連続水質検査
能力が不足

時々水の濁度
が高くなる

配水管の布設
工事の管理が
不十分

水質管理マッ
プが未作成

メーター設置
料金が一般住
民の収入に比
べて高い

住民の細かい配
管工事リクエス
トへの対応能力
が不足

水道料金が合理
的に設定されて
いない

広報・住民啓蒙
活動が不十分

散在水採取現
場で水質を即
に分析する能
力がない

配管の質がよ
くない

配管の布設工
事に係る技術
能力が不足

水圧管理マッ
プが未作成

道路工事許可
を得るのが難
しい

ピーク時に対応
する職員が不足

水道水の使用量
が少ない商店で
も高い水道料金
が設定されてい
る

細い配管が広
く使っている

配管布設の資
材の質が不適
切

テレメトリー
システムが未
整備

住民を代行し
て新規設置の
申請手続きを
行っていない

配管布設工事
担当者の技術
能力が不足

関係機関の連
携・協力が不
十分

配水支管が少
ない

安全な水を安定的・持続的に供給する能力が不足

水質管理体制が不十分

長期インフラ整備計画が不十分
川上流の水源管理が十分では

ない
浄水処理が不十分 水質試験室の能力が不十分

顧客管理能力が不十分配水管理が不十分

浄水場の更新・拡張計画が不
十分

顧客の満足度が低いサービス能力が不十分

総合長期開発計画の策定能力が不十分
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配水管理が不十
分

配水管網の区分化
管理が未実施

適正でない古い
配管が多く残っ
ている。

配水管網が適正に
設計されていない

配水管網の水圧
の管理・調節が
未整備

壊れた配管の修理
が即に行えない

地域によって配
水管の圧力に差
異がある

水圧計算をしない
で配水管網を設計
している。

GISによる管網
管理能力が不足

配水管の洗浄計画
が未作成

水使用ピーク時
に水圧が非常に
低くなる

配水管網の設計技
術が不適正

配水管網におけ
る水圧増強設備
が未整備

配水管網のメンテ
ナンス体制が不十
分

塩素の匂いが残
る

フェ省の都市・農村
基礎インフラ整備計
画が不明瞭

配水管網におけ
る塩素補充設備
が未整備

時々水の濁度が
高くなる

配水管の布設工事
の管理が不十分

水質管理マップ
が未作成

配管の質がよく
ない

配管の布設工事に
係る技術能力が不
足

水圧管理マップ
が未作成

細い配管が広く
使っている

配管布設の資材の
質が不適切

テレメトリーシ
ステムが未整備

配管布設工事担当
者の技術能力が不
足

配水支管が少ない
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長期人材開発
計画が不足

長期投資資金
の確保計画が
不足

既存水源の利用計
画が不十分

配水管網整備計
画が不十分

新しい水源開発計
画が不足

施設の計画能力
を正確に計算さ
れない

導入すべき水処
理技術を確定で
きない

詳細都市計画図
が未作成

水源の量と質が不
十分

浄水場の更新・拡張計画が不十分

総合開発計画が不十分

長期インフラ整備計画が不十分
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カスタマー管理

給水メーターの設置
に係るサービスがよ
くない

給水に係るトラブ
ルの対応能力が不
足

顧客に対するマーケ
ティング能力が不足

メーターの取替え・
移動に長い時間がが
かかる

住民の意識不足により
不条理なクレームもあ
る

住民からの情報
を処理すること
に時間がかかる

メーター設置の申し
込みが多いのに十分
に対応できていない

問題になった配管
の処理に長い時間
がかかる

（支店･営業所がない
ため）住民はCOWASU事
務所へ行くのに長い時
間がかかる

家から遠く離れた場
所にメーターが設置
される場合が多い

住民が自らの義務と権
利を十分に理解してい
ない

COWASU内部の活
動調整が不十分

メーター設置までに
長い時間がかかる

メーター、水漏れ
等の修理に時間が
かかる

メーター検針担当職
員に対しての住民意
見聴取が未実施

メータの設置場所は
街の景観を崩す場合
がある

水道利用率が低い

メーター設置料金が
一般住民の収入に比
べて高い

住民の細かい配管
工事リクエストへ
の対応能力が不足

水道料金が合理的に
設定されていない

広報・住民啓蒙活動が
不十分

道路工事許可を得る
のが難しい

ピーク時に対応す
る職員が不足

水道水の使用量が少
ない商店でも高い水
道料金が設定されて
いる

住民を代行して新規
設置の申請手続きを
行っていない

関係機関の連携・協
力が不十分

顧客の満足度が低いサービスがよくない
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PCMワークショップ（2006年10月12日～13日開催）で作成した目的ツリー

水質分
析技術
の向上

設計
能力
向上

施工管
理能力
の向上

採
用
試
験
の
実
施

人
材
育
成
・
訓
練
機
関
と
の
連
携
で
職
員

を
選
定
す
る

水
質
分
析
技
術
向
上
の
た
め
の
研
修
計
画

の
作
成

浄
水
処
理
担
当
職
員
の
能
力
向
上

浄
水
処
理
技
術
に
係
る
知
識
の
向
上

自
動
計
測
装
置
に
係
る
知
識
の
向
上

計
器
の
維
持
管
理
能
力
の
向
上

水
源
の
水
質
汚
染
化
事
故
の
早
期
発
見
装

置
の
整
備

水
質
管
理
・
検
査
に
必
要
な
設
備
機
材
の

整
備

国
の
基
準
に
適
合
す
る
水
質
試
験
室
の
整

備 配
管
網
で
の
水
質
検
査
の
た
め
の
テ
レ
メ

ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入

Q
u
a
n
g
T
e
I
I
で
S
C
A
D
A
を
試
験
的
に
導
入

配
水
管
網
の
区
分
化
と
管
理
担
当
職
員
の

責
任
明
確
化

現
代
的
配
水
管
網
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
験

的
導
入

漏
水
発
見
設
備
の
設
置

地
域
に
流
量
計
を
設
置

漏
水
発
見
技
術
能
力
の
向
上

配
管
修
理
・
管
理
担
当
者
能
力
向
上

配
水
管
網
の
設
計
・
管
理
に
係
る
ソ
フ
ト

ウ
エ
ル
の
導
入

メ
ー
タ
ー
設
置
・
配
管
布
設
の
技
術
能
力

の
向
上

人
材
部
の
職
員
補
充

人
材
部
の
職
員
の
能
力
向
上

各
専
門
分
野
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

国
内
外
の
人
材
育
成
・
訓
練
機
関
と
の
連

携
強
化
に
よ
り
職
員
の
研
修
促
進

先
進
国
の
水
道
会
社
で
の
研
修
の
増
強

専
門
技
術
に
係
る
研
修
・
訓
練
の
増
強

職
員
の
技
能
検
査
試
験
の
定
期
化

顧
客
サ
ー
ビ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
係
る
能
力
向
上
研
修
の
実
施

顧
客
の
希
望
（
要
望
）
調
査
の
定
期
実
施

広
報
・
住
民
啓
蒙
に
係
る
能
力
向
上
研
修

の
実
施

技
術
を
持
っ
た
専
門
家
の
優
遇
政
策

能
力
の
あ
る
職
員
の
抜
擢

職
員
の
精
神
面
と
生
活
面
へ
の
配
慮

職
場
の
労
働
環
境
・
条
件
の
改
善
へ
の
配

慮

配
管

管
理

ソ
フ

ト
の

導
入

と
研

修

遠
隔

地
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
管

理
技

術
の

向
上

給
料

の
能

力
主

義
の

強
化

職
員

の
知

識
・

業
務

実
績

の
評

価
制

度
の

導
入 担

当
分

野
ご

と
に

職
員

採
用

試
験

の
導

入

技能職の
職員の能
力向上

顧客管理能力の向上

COWASUの運営・管理能力の向上

③職員待遇制度の改善

配水管網の管理能力の向上 人材育成・人事管理の能力の向上

②職員の技術・経営能力の向上

G
I
S
に
よ
る
配
水
管
網
の
管
理
シ
ス
テ
ム
の

強
化

モデル給水区域の実施
人材部の能

力向上
管理職員の能力

向上
配水管網の管理

能力の向上

①職員採用制度
の改善

浄水処理担当職員の能力の向
上

水質検査・管理の設備機材の改善

水質管理及び浄水処理の能力の向上

水
源
管
理
担
当
職
員
の
配
置
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ベトナム中部地区水道人材開発計画事前調査 
帰国報告会 （2006 年 11 月 2 日） 

PCM ワークショップの概要・結果 
南海泰平 （評価分析／人材育成） 

 
PCM ワークショップは、本プロジェクト関係者の主体的な参加により PDM 案を作成

することを目的とし、2006 年 10 月 11 日～12 日の二日間、COWASU（フエ市上水道公社）

の会議室で開催された。ワークショップの日程、方法は概ね次の通りである。 

－ 全体説明、参加者分析 ............ 11 日午前中..... 参加者全員 

－ 問題分析 ........................ 11 日午後....... グループ分け 

－ 目的分析、プロジェクト選択 ...... 12 日午前中..... グループ分け 

－ PDM 案作成....................... 12 日午後....... 参加者全員 

参加者は計 31 名、その内訳は、COWASU 職員（15 名）、フエ省計画投資局 DPI（２

名）、フエ省建設局（１名）、フエ省婦人の会（１名）、フエ省青年の会（１名）、フ

エ小農民の会（２名）、フエ省保健・予防医療センター（２名）、及び JICA 調査団員・

通訳（７名）であった。 

ワークショップ実施結果について概略に述べると次の通りである。 

・ ワークショップの一日目には、COWASU 職員の他、PPC の関連行政機関職員、市民

団体の代表が多数参加し、その一部は PCM ワークショップの議論に積極的に参加

した。 

・ 問題分析の結果、コーア・プロブレムとして「COWASU は安全な水を安定的・持続

的に給水する能力の不足」、中心問題として「①水質管理体制が不十分、②配水

管理が不十分、③総合長期開発計画の策定能力が不十分、④顧客管理能力が不十

分」が取り上げられた。 

・ ワークショップで作った問題ツリーは幅広いツリーであった。参加者は、かなり

詳細に問題意識を持っていることが推察できる。どのように整理すればよいか参

加者一同が悩んでいたが、その後、問題ツリーの中の「人材育成、能力強化」に

密に関係のある問題だけを取り上げて、問題ツリーを作り直し、そしてこれに基

づいて目的ツリーを作ることにした。 

・ 時間の制約で、PDM 案の中の「指標データ入手手段」、「外部条件」及び「前提条

件」について討議することができず、「プロジェクトの要約」及び「指標」だけ

がまとめられた。 

・ COWASU の若い職員数人が特に活発的に討議に参加し、ワークショップを引率した

が、中高齢の職員は消極的であったことが認められた。 

・ ワークショップの二日目には、参加者がほとんど COWASU 職員であり、関連機関

や市民団体等からの参加者の姿が見えなかった。COWASU 局長は、「ワークショッ

プは彼らに具体的な利益をもたらしていないから関心が薄い」と解釈した。 
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